
産業用カメラメーカーのアイ・ディー・
エス(IDS Imaging Development Syste
ms GmbH、以下=IDS)は、2023年売
上高で業界予測を上回る前年比15％増
を達成した。
好調な業績の背景には新製品開発、

未来志向の協力関係、サプライチェー
ンの緩和による良好な納期実績が要因
となっており、豊富な部品在庫で幅広
い市場ニーズに応える製品群を短納期
で供給している。
これとは対照的にドイツ機械工業連

盟(VDMA)は、2023年第1～3四半期の
ドイツのマシンビジョンコンポーネン
トメーカーの売上高は名目11％減少し、
受注が急減すると予測していた。しか
し、IDSは、業界他社と比較して好業
績を収め、特にDACH地域における売
上は平均を超える増加率を達成した。

一方IDSは、半導体不足による混乱
後の米国とアジア市場には、さらに大
きな可能性があると分析。米国やアジ
ア市場における更なるシェア拡大を目

ざし、新製品の開発投入が決定的な役
割を果たすと考えている。それを見越
して同社は昨年、Ensenso Cを急成長
する3Dセグメントに投入。今後、さ
らに多くのカメラを投入する。
uEye+2Dカメラシリーズには、新

しいセンサーの統合など、数多くのモ
デル改良が予定されている。
IDS業務執行取締役のJan Hartmann

氏は、「これにより、お客様にとって、
エントリーレベルから10GigEカメラ
シリーズまで、選択肢がさらに広がり
ます。同時にIDS peak SDKも継続的
に改善していきます。このために、20
24年にかけていくつかの無償ソフトウェ
アアップデートを予定しています」と
述べている。
AIセグメントにおけるIDS NXTプラッ

トフォームも新しいモデルの導入によっ
て拡張を予定している。同時にIDS N
XT malibuの機能拡充も計画している。
malibuはライブビデオストリーム内

でAIオーバーレイを実現した最初の産
業用カメラ。これはAmbarella SoC(シ
ステムオンチップ)の統合によって実
現されている。これに加えて、Fraun
hoferから独立したDENKweit GmbHと
のAIベースの画像分析に関するパート
ナーシップにより、将来的なテクノロ
ジーの開発が加速される。
同社は今年初めから、ドイツのハイ

ルブロン近郊に設立されたイノベーショ
ン促進エコシステムであるイノベーショ
ンパーク人工知能(IPAI)のメンバーに
もなっている。

同社は、年初に創業者でパートナー
のJürgen Hartmann氏が事業運営を引
き継いで最高イノベーション責任者と
なり、テクノロジーおよびイノベーショ
ンの分野で助言する。さらにMichael
Berger博士が経営陣に加わり、オーバー
ズルムを拠点とする画像処理スペシャ
リストにおける世代交代が完了した。
“ともに成長して世界を変革”をモッ

トーとするMichael Berger博士は、
「革新的で高品質の産業用カメラソリュー
ションで、お客様の要望を先取りした
い」と強調する。

IDSは地域に根ざし、ドイツ・オー
バーズルムの開発、生産拠点に常に投
資を継続する。
「非常に高い社内生産率により、

“メイド・イン・ドイツ”の高い製品品
質を保証しています。社内生産と品質
保証のためのハイエンドの特殊機械へ
の定期的な投資がこれを確実なものに
しています」と、業務執行取締役のAl
exander Lewinsky氏は話す。
同社は最近、本社敷地内に独自のE

MC測定キャビンを建設した。これに
より、今後は新しい開発の電磁気適合

性を社内でテストする。外部の試験所
に頼らないことで、開発サイクルの短
縮にもつながる。
インハウスのB2Bマーケットプレイ

スvisionpierも、貴重な開発時間の短
縮に貢献する。提供されるソリューショ
ンパッケージは、ハードウェア、ソフ
トウェア、シームレスな統合を既存の
プロセスに組み合わせている。このた
め、先駆的なテクノロジーにアクセス
しやすくなる。
「visionpierのおかげで、さまざま

な業界やあらゆる規模の企業から画像
処理ソリューションへの需要が増えて
います」と、IDSのビジネスイノベー
ションおよびエコシステム担当のSigri
d Rögner氏は説明する。
現在マーケットプレイスには120を

超えるソリューションがあり、カスタ
マイズして個々の課題に対応する。
2024年にはユーザー操作性のさら

なる向上や製品拡張に重点を置く。

IDSは、顧客のメリットを大切にす
る製品により、明確な市場の方向性を
重視している。
同時に、持続可能性の問題にも常に

注目している。気候変動対策に積極的
な同社は、今後オーバーズルム工場で
のCO₂排出量削減に加え、包装資材な
どもさらに精査していく計画だ。
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製造業のビジネスチャンスが見える
モノづくり最新情報サイト
じゃぱんお宝にゅ～す
https://japan.otakaranews.com

モノづくり現場の未来を見つめる
製造業応援サイト

じゃぱんお宝WEB新聞
最新情報満載！好評配信中！

業界予測を上回る2023年売上高達成

■アイ・ディー・エス株式会社URL→ https://jp.ids-imaging.com

予測を上回る
売上高を達成

明確な市場志向と将来を見据えた協力関係で業績アップ
更なる業績拡大に向け、米国・アジア市場へ新製品投入

卓越したインハウス製品
バリエーションによる
製品品質を確保

新たな製品開発

時代の要請に応える
新たな経営陣に刷新


